
 

 
本書において、下記のとおり誤りがございました。 
内容を訂正すると共に、読者の皆様にご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。 
恐れ入りますが、本正誤表をご確認の上、ご利用いただきますようお願い申し上げます。 
 

頁 訂正箇所 誤 正 

67 
図３：ディスカバリの一般的な流れ 
６．Deposition（証言録取） 

（１）事実承認 （１）事実証人 

67 
図３：ディスカバリの一般的な流れ 
６．Deposition（証言録取） 

（２）専門家承認 （２）専門家証人 

71 ページの最後、枠内 （１）事実承認 （１）事実証人 

71 ページの最後、枠内 （２）専門家承認 （２）専門家証人 

76 17 行目 
訴え許可の申し立て（motion to 
dismiss） 

訴え却下の申し立て（motion to 
dismiss） 

以上 

正誤表 
ディスカバリ ～カルテル・PL 訴訟・特許訴訟～  
米国民事訴訟のディスカバリ対応から学ぶ、国際的法律問題を有利に解決する“ディスカバリ”の正しい知識 


